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はじめに 
 

 

いつまでもこのまちで安心して、楽しく暮らし続けたい・・・ 

その想いを実現するために、私たち住民に何ができるでしょうか？ 

                    何をすればよいでしょうか？ 

 
吉浜小学校区では、「自分たちの住むまちは自分たちでつくる」という決意のも

と、平成 18 年 4 月にまちづくり協議会設立準備委員会を発足させ、地域の課題等の掘り

下げにとりかかりました。平成 19 年 3 月には、その対応策をまとめた、ソフト・ハード

両面でのまちづくり事業計画「在宅・長寿の我がまちづくりプラン」を策定し、地域活動

の基盤となる吉浜まちづくり協議会を設立。以来、「地域でできることは地域で行う」、

「地域だけでできないことは行政と協働して行う」を基本姿勢として、小学校区内の住民

や各種団体が連携・協力しながら、地域をより良くするための活動を進めてきました。道

路や公園の美化、防犯パトロール、防災活動、子どもたちのための見守り活動や、高齢者

の生きがいを発見するための諸事業の開催、さらには伝統文化の発展など、積極的に吉浜

の魅力・資源を掘り起こし、ＰＲにも努めています。 
 

その中で聞こえてきた、住民の「道が暗くて不安・・」「もっと近くに気軽に買い物に

いける商店街があったら・・」「近所の人とのつながりがなくなった気がして・・」等々

の生の声。その根底に流れる「いつまでもこのまちで安心して、楽しく暮らし続

けたい」という住民の思いこそが、地域を豊かに発展させていくものだと信じ、吉浜ま

ちづくり協議会では、これらの声を地域で、あるいは行政との協働で実現していくための

まちづくりの計画書＝「地域計画」を策定します。 

 

現在、高浜市では、自治体経営における最重要計画「第６次総合計画」の策定に着手し

ており、新たなニーズやまちづくりの課題を整理し、市民や市役所職員の幅広い参画と、

協働により、高浜市の理想的なあるべき姿を描いていこうとしています。 

地域計画は、高浜市の理想実現の一翼を担い、地域住民にとって一番身近な生活圏で

ある吉浜小学校区のあるべき姿を描くもので、地域の課題を解決する、あるいは、長所や

魅力を伸ばし育む、吉浜小学校区の自主的・自発的・自律的なまちづくり活動の

指針として策定するものです。 

 
さあ! 吉浜小学校区に住む一人ひとりができることから 

まずは一歩踏み出してみませんか？ 

そして、住民同士のつながり、絆の輪を広げていきましょう！ 

 

（１） 

なぜ、今 

「地域計画」

なのか？ 
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地域計画とは、法制度や条例により位置づけられた計画ではあり

ませんが、吉浜まちづくり協議会が主体となって、校区住民の合意

形成を図りながら策定したものであり、第６次総合計画と一体的に

推進する計画として位置づけます。 

              吉浜小学校区地域計画は、平成 18 年度に策定した「在宅・長寿

の我がまちづくりプラン」を受け継ぎ、今後、吉浜小学校区のまち

づくりを推進していくための指針、地域と行政とが協働で実施して

いくための計画です。 

              また、都市計画マスタープランなど、他の個別計画との連携・役

割分担を図りながら、計画を推進していきます。 

 
 
 

 
■ 地域計画の位置づけ 

 

 

 

 

連携・役割分担
個別計画 

 ・都市計画マスタープラン 

・地域福祉計画 

・子育ち・子育て応援計画 

・地域防災計画     など  

地域計画 

① 将来像と基本方針［P.８～］ 

 

② まちづくり戦略計画［P.10～］

 

③ 推進方策［P.21～］ 

 

 
（２） 

計画の 

位置づけ 

総合計画 

   基本構想  

↓ 

  
 基本計画 

 

 

        ↓ 

  実施計画  

反映 
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地域計画は、地域の将来像とまちづくりの基本方針、戦略計画、

推進方策で構成します。 

計画期間は総合計画との整合を図るため１０年間とし、５年ごと

に見直しを行うとともに、当面、５年間に実施するまちづくり事業

については、アクションプログラムとして位置づけます。 
 

 

 
地域計画は、「地域計画検討委員会」（吉浜まちづくり協議会会員

と市役所職員（まちづくり協議会特派員）で構成）が中心となって

作成し、吉浜まちづくり協議会で承認しました。 

 

［P.23］地域計画検討委員会 メンバー名簿 

 

 

吉浜小学校区 

 
 

高浜市 

 

地域計画検討委員会 

 
 計画の策定 

計画案の作成 

吉
浜
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

承認 

報告 

参画 参画 

報告 

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
・反
映

まちづくり 

協議会 

特派員 

市長 

策定委員会 

総合計画 
策定ﾌﾟﾛｼﾞｪｸト 

総合計画 

策定体制 

（4） 

計画の 

構成と期間 

（3） 
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１．吉浜小学校区はこんな地域 ―現況と特徴・課題― 

 
          吉浜小学校区は、本市の最北部に位置し、名鉄三河線・吉浜駅の

東部に「郷中」（ごうなか）と呼ばれる旧市街地が形成されています。

西は衣浦湾に面し、東側には明治用水が流れ、北東部は水田を中心と

する農業地帯となっています。近年、古くからの市街地の周辺に戸建

住宅や集合住宅の新築が進み、人口流入が進んでいます。 
 

 
 
 
 

（１） 

吉浜小学校区

の概要 

人口 11,841 人（平成 21 年 4 月 1 日現在）で市内では最大規模です。学区における 14

歳以下の人口比率は市平均よりも下回りますが、生産年齢である 15～64 歳の人口比率

が市内で最も高いことから、いわゆる＜はたらく町＞といえるでしょう。 
 

平成 20 年現在、市街化区域面積の割合が 76.5％（校区面積 3.91 ㎞２、市街化

区域面積 2.99 ㎞２）で、市街地は、副核商業地からなる商業系地域、旧住宅地と新住宅

地からなる住居系地域、臨海部の工業系地域からなっています。 
 

 
 
 
 
 
 

交通条件は、南北交通として臨海部を名鉄三河線が走り、吉浜駅があります。幹線

道路として臨海部を主要地方道・名古屋碧南線、中央部を県道・碧南高浜環状線、

東西交通の幹線道路として地区の外周を国道 419 号が通っています。 
 

「藤江の渡し跡」が象徴するように、古くは海と共存していました。また、吉浜細

工人形（愛知県無形文化財）の伝統が息づいてきた地域で、細工人形の製作技術を活か

し、菊人形の製作職人（菊師）が全国各地の菊人形展を支えてきました。一歩郷中に入

ると、吉浜細工人形展示の行われる柳池院・宝満寺、「お弓奉納の儀」として伝わる射放

弓（市無形民俗文化財）の行われる神明社・八幡社などがあり、歴史の営みを感じられ

ます。平成 18 年からは、細工人形を地域おこしに活用しようと、住民発案によって散

策路「人形小路」が整備されています。また、産業としては、近年は減少傾向にありま

すが養鶏業が盛んで、鶏卵産地として県内外に広く知られています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

■ 基礎データ 

①人口と世帯数の推移（平成 11 年 10 月 1 日～平成 21 年 4 月 1 日） ※左グラフが人口、右グラフが世帯数 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

平成１１年 平成１６年 平成２１年

38 ,0 37
40 ,9 81

44 ,5 92

9 ,6 95 10 ,3 5 6 11 ,8 4 1

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

平成
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000 1 6 , 8 8 8

1 4 , 6 0 4
1 2 , 6 6 7

吉浜小学校区

市全体
4 , 7 6 53 , 8 0 7

②年齢別人口 

（平成 21 年 4 月 1 日現在） 

 

 

 

１１年 平成１６年 平成２１年

3 ,3 7 7

吉浜小学校区

1,866人

15.8%

8,050人

1,925人

16.3%

68.0%

市全体

7,615人

17.1%

29,475
人

66.1%

7,502人
16.8%
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■ 年少人口（0～14 歳） 

■ 生産年齢人口（15～64 歳） 

■ 高齢者人口（65 歳～） 
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縄文時代晩期     正林寺貝塚や八幡貝塚から、この地での生活の跡が伺える 

  ・ 
  ・ 

（２） 

吉浜小学校区

のあゆみ 

  ・ 

江戸時代       刈谷藩水野氏領の配下に属する 
 

１６５９（万治２）  神明社遷宮に合わせて、吉見喜左衛門により射放弓が奉納される 
 

１８５７（安政５）  第 1 回吉浜細工人形公開 

明治時代初期     趣味で祭り花火を作る者たちが現れ、花火製造工場が設立される 

           （爆発事故の度重なりにより、昭和 10 年代には終わりを告げる）

１８７３（明治６）  第 62 番小学吉浜学校（現・吉浜小学校）創立 

１８８９（明治２２） 町村制施行により、吉浜村となる 

１９０６（明治３９） 高浜町・高取村と合併 高浜町となる（大字吉浜） 

１９０２（明治３５） 吉浜細工人形の製作職人に、名古屋・黄花園から、菊人形の製作 

依頼が寄せられる（以後、黄花園は全国へ進出） 

明治時代末期     先覚者の指導により養鶏業発展の礎が築かれる 

１９１４（大正３）  三河鉄道（名鉄三河線）開通 吉浜駅開設 

１９４４（昭和１９） 東南海地震 

１９４５（昭和２０） 三河地震 

１９４６（昭和２１） 吉浜幼稚園創立 

１９５１（昭和２６） 吉浜保育園開園 

１９５５（昭和３０） 吉浜細工人形保存会 設立 

１９５６（昭和３１） 衣浦大橋の開通により、藤江の渡しが役目を終える 

１９５９（昭和３４） 伊勢湾台風襲来 

１９６４（昭和３９） 吉浜細工人形 県無形文化財に指定 

１９７０（昭和４５） 吉浜公民館新築工事完成 

           市制施行 

１９７５（昭和５０） 射放弓 市無形民俗文化財（市第 1 号）に指定 

１９７７（昭和５２） 吉浜北部保育園完成 

１９９５（平成７）  吉浜保育園が移転、新築完成 

２００２（平成１４） たかびれ公園の「龍」完成 

２００７（平成１９） 吉浜まちづくり協議会 発足（市２番目） 

吉浜交番完成 

２００８（平成２０）～人形小路等整備事業が始まる 

【出典】高浜町誌、高浜市誌、高浜市誌資料、菊人形と吉浜、高浜市公式ホームページ
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              平成 2１年２月に、市内の小学５年生と中学２年生を対象

に、まちづくりアンケートを行いました。吉浜小学校５年生

と高浜中学校２年生（吉浜小学校区在住）が考える、「高浜

市の好きなところ・嫌いなところ・自慢できるところ」は次

のとおりです。 

 

      吉浜小学校５年生         高浜中学校２年生（吉浜小学校区在住）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

小・中学生 

アンケートに

みる高浜市の 

長所と課題 

  【吉浜小学校】【吉浜小学校】

9.5%

4.8%

3.8%

3.8%

3.8%

3.8%

2.9%

2.9%

1.9%

1.9%

1.9%

1.9%

1.9%

1.9%

1.9%

1.9%

0% 2% 4% 6% 8% 10%

のどか・のんびり・静か

平和

お店がたくさんある

たくさんの友達

ビルがない・空が広い

公園がたくさんある

治安が良い・安全

住みやすい

いい人・親切な人がたくさんいる

おまんとまつり

コンビニが多い

街が狭くちょうどよい

学校

自然・緑が多い

人が少ない

伝統がある

13.5%

5.2%

4.2%

4.2%

4.2%

4.2%

3.1%

3.1%

3.1%

3.1%

2.1%

2.1%

2.1%

2.1%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14%

公園がたくさんある

たくさんの友達

お店がたくさんある

のどか・のんびり

吉浜小学校

おいしい食べ物

いろいろ

かわら、鬼瓦、瓦産業

自分の家、部屋

田・畑が多い

あいさつをしてくれる人が多い

にぎやか

まつり

施設

  【吉浜小学校】

36.5%

14.6%

13.5%

5.2%

4.2%

4.2%

2.1%

2.1%

2.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

特にない

まちのゴミ・汚れ

大規模店がない

お店がない、少ない

まちが狭い

養鶏場

お金がない

建物が少ない

治安が悪い（事件、不審者など）

【吉浜小学校】

16.2%

11.4%

6.7%

4.8%

3.8%

2.9%

1.9%

1.9%

1.9%

1.9%

1.9%

1.9%

1.9%

1.9%

1.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

大規模店がない

お店がない・少ない

治安が悪い（事件、不審者など）

遊ぶ場所がない

田舎（いなか）

娯楽施設がない・少ない

パチンコ店

まちのゴミ・汚れ

悪臭

何もないところ

建物が少ない

公園の遊具が少ない

公共施設が少ない

坂道が多い

自然や緑が減ったこと

 
 【吉浜小学校】

【吉浜小学校】

17.2%

11.1%

8.1%

7.1%

5.1%

4.0%

4.0%

3.0%

3.0%

2.0%

2.0%

2.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

瓦のまち

公園

人形

吉浜人形

とりめし

いろいろ

学校

いろなお店

卵

お祭り

かわら美術館

特にない

23.2%

22.0%

8.5%

6.1%

3.7%

3.7%

2.4%

2.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

瓦のまち

特にない

かわら美術館

とりめし

鬼みち

おまんとまつり

いろいろなお店

公園

【高浜市の自慢できるところ】

【高浜市の嫌いなところ】 

【高浜市の好きなところ】 

N=96 
（複数回答）

N=82 
（複数回答）

N=191 
（複数回答）

N=82 
（複数回答）

N=110 
（複数回答）

N=105 
（複数回答） 

いろ
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 平成 21 年 3 月、吉浜まちづくり協議会では、校区住

民、まち協正会員・協力会員（個人・団体）を対象に、吉

浜小学校区のまちづくりに関するアンケートを行いまし

た。（『吉浜がこんなまちになったらいいな！私の「まちづ

くり提言」』広報たかはま平成２１年３月１日号と同時配布） 

町内会班長による戸別回収、まち協事務所への直接提

出、吉浜公民館に回収箱を設置という３方法により回収を

行ったところ、723 件ものご意見が寄せられました。 
 

各町内会からの回収分が全体の約 90％、記入者の年齢は 30 代、40 代、50 代、60 代

がそれぞれ全回答者の 20％前後の割合をしめましたが、中には 20 代以下の方からの回

答も 21 件あり、幅広い年齢層からのご意見を集めることができました。 

また、回答者の約半数が 20 年以上吉浜小学校区内に住んでいる、もしくは生まれてか

らずっと住んでいるという回答結果から、地域の長所と短所、課題を非常によく承知して

いる方々からのご意見であるといえるでしょう。 
 

具体的な意見で特に多かったものは・・・ 

  

「近所付き合いが希薄になり、どんな人が住んでいるのか全然知らない。」 

「子どもたちの登下校時の安全が心配。」 

「ペットの飼い方のマナーが悪い人がいて迷惑。」 

「せっかくの個性的な伝統文化をもっと広く知ってもらえるような活動が必要では？」 

「駅周辺がさびしい雰囲気になっている。」 

「夜になると町全体が暗くて不安。」 

「道路や海岸沿いのゴミの散乱が気になる。」 

「犯罪や災害が心配。安全と思える状況が欲しい。」 

「古くからの住民と転入者との意識の差を感じてしまう。交流の機会があれば。」 

「名物を市外にＰＲして、もっと外部から遊びに来て貰えるようなまちにできれば。」 

「歩いて買い物にいけるぐらいの距離にお店があったら。」 

「近くに子育てに協力してもらえる場所があったら心強い。」 
 

 吉浜まちづくり協議会では、このアンケート結果をもとに、今後どのような目標をかかげ、

また、どのような活動によって吉浜小学校区の理想的な姿を実現していくのがよいかを検討

しました。 

（４） 

住民アンケー

トにみる吉浜

小学校区の長

所と課題 
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２．こんな地域になったらいいね！ 

―吉浜小学校区の将来像とまちづくりの目標― 

 

「吉浜がこんなまちになったらいいな！」「吉浜をこんなまちにしていきたい！」 

住民アンケートの結果や吉浜小学校区の個性を踏まえ、私たち住民が目指したい吉浜小学校区の将

来の姿、目標は次のとおりです。 
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【キーワード】 

★吉浜“遺伝子”を 
未来へつなごう！

★吉浜の“自慢”を 
伝えたい、広めたい！

★みんなで知恵・力を 
出し合おう！

★住み続けたくなる 
基盤を創ろう！

【キーワード】 

★コミュニケーションの輪を 

広げよう！  
 
★持ちつ持たれつ 

支え合い・助け合いを 

深めよう！ 
 
★あんきな吉浜をつくろう！ 

【目標Ⅱ】 

いきいきと輝く 
まちづくり 

歩いて行き来できる範囲でも暮

らせる「コンパクトタウン」の実

現と、子どもから高齢者まで住民

一人ひとりが地域の一員として

個性を発揮し、役割・誇りを持ち

続けて暮らせるようにしよう！ 

【キーワード】 
 
★みんなの“社交場”を 

つくろう！

★ココロもカラダも 

ピカピカに磨こう！
 
★心地の良い美しい 

吉浜をつくろう！
 

【目標Ⅰ】 

【目標Ⅲ】 

まちづくりを支える 
土台づくり 

まちづくりは人づくり！吉浜

の長所や課題を把握し、個性を

活かしながら、子孫代々、いつ

までも住み続けたいまちにな

るように、みんなで力を合わせ

て“土台”を築いていこう！ 

【将来像】 
 

誰もが住みやすく

安心・安全で 

活気のあるまち 

みんなで支え合う 
まちづくり 

長寿化や“おひとりさま”の増

加に伴い、日常生活に不安を感

じがち。住民同士、いざという

時に頼りあえる関係を築き、ゆ

るやかにつながりあいながら

暮らせるまちにしよう！ 

いつまでも住み続けたい「吉浜」を創るために、みんなで夢を耕そう！ 

誰もが住みやすく 安心・安全で 活気のあるまち 
 自分たちの住むまちは、自分たちでつくる！ 
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 実現のための夢・目標・希望のキーワード（合言葉） 

「誰もが住みやすく安心・安全で活気のあるまち」 

みんなが住み続けたいと思うまち、楽しく暮らせるまちを創り、子々孫々へ引き継いでいきたい…。 

そんな吉浜への想いを「夢・目標・希望のキーワード（合言葉）」として、次のとおり掲げます。 
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(10)住み続けたくなる 
基盤を創ろう！

自分はもちろん、子どもや孫、

さらにはその子どもや孫も…、

みんなが吉浜に住み続けたいと

思えるまちにしていきたいね。

他のまちから憧れられる存在に

なったら、もっといいね。 

（２）コミュニケーションの 
輪を広げよう！ 

まちづくりの“はじめの一歩”
は、住民同士が顔見知りになる
こと。世代を越えて、誰もが気
軽にあいさつ・声かけ・会話・
交流ができる、ふれあいのあふ
れるまちにしていきたいね。 

（３）みんなの“社交場”を 
つくろう！

普段着のおつきあいからハレの行事

まで、至るところにみんなが足を運び

たくなる“社交場”があったら、吉浜

に元気・活力・賑わいが生まれるんじ

ゃないかな。市外から遊びに来てくれ

る人が増えたらもっといいね。 （４）吉浜の“自慢”を 
伝えたい、広めたい！

吉浜には、細工人形のほかにも、

たまご、にわとり、うなぎ、人材

（人財）等々、自慢できるものが

たくさん！多くの人達に吉浜の

良さを知ってほしい！吉浜に住 

 んでいることを誇りにしようよ。 （６）ココロもカラダも 
ピカピカに磨こう！

心身ともに健康で、生きがいや

充実感を持って暮らせるまちに

なるといいな。仮に介護や支援

が必要になっても、地域の一員

としての役割を持ち、自分らし

く生きていけたらいいな。

（５）持ちつ 持たれつ 
支え合い・助け合いを深めよう！ 
ちょっと困ったとき、ちょっと

不安なときに、安心して気軽に

頼れる仲間がいたり、住民同士

の結びつき・つながりがある 

まちになるといいよね。 

（８）あんきな吉浜をつくろう！ 
“あんき”であってこそ、楽し

く豊かな暮らしを送ることがで

きるもの。安心・安全対策はま

ちづくりの基礎。いざという時

に備えて、基礎固めをしっかり

しよう！ 

（９）心地の良い 
 美しい吉浜をつくろう！

まるで“吉浜全体が公園”のよ

うな、花や緑のあふれるまち、

ごみのない、居心地良い空間に

していきたいね。吉浜の特徴であ

る「海」も活かしていきたいね。

（７）みんなで知恵・力を 
出し合おう！

まちづくりは住民が主役！住民

一人ひとりが「吉浜のために自

分にできること」を見つけ、み

んなで力を合わせていくことが

大切だよね。互いに信頼・理解

しあうことも必要だね。 

（１）吉浜“遺伝子”を 
未来へつなごう！

吉浜細工人形や菊人形、菊づく

り、射放弓等々、“吉浜らしさ”

を子孫代々へ伝えていきたい…。

“吉浜らしさ”を活かし、“吉浜

の顔”を創っていきたい。今、私

たちに何ができるだろう…？ 
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３．こんな地域にしていこう！ －まちづくり戦略計画－ 
将来像「誰もが住みやすく安心・安全で活気のあるまち」の実現に向け、「まちづくりの目標」と「夢・

目標・希望のキーワード」に沿って、次のまちづくり事業について、優先度を設けて実施していきます。 
 
 誰もが住みやすく 安心・安全で 活気のあるまち 

自分たちの住むまちは自分たちでつくる！ 

いつまでも住み続けたい「吉浜」を創るために、みんなで夢を耕そう！

 
 

  
 
 
【事業スケジュール（年度）】 

２０２０ 

２０１９ 

２０１８ 

２０１７ 

２０１６ 

 

２０１５ 

 

２０１４ 

 

２０１３ 

 

 

２０１２ 

 

 

２０１１ 

 

【Ｃ】今後６～１０年先には 

着手できるとよい 

№32 憩いの海辺スポット整備・活用事業 

№33 吉浜まるっと博物館事業   

【Ｂ】今後３～５年以内に着手したい 

№23 歩いてまちの総点検をしよう事業 
№26 まちあかりを灯そう事業

 
№1 菊１本でまちづくり事業 
№2 “遺伝子”継承者養成事業 
№4 笑顔であいさつ事業      
№6 吉浜ふれあいプラザ＆ 

仮称 ふるさと広場運営事業 
№7 人形小路で Y(^o^)Y（ワイワイ）しよう事業 
№8 寺子屋事業   
№9 お店やさんをやってみよう事業 
№11 吉浜をもっと知りたい・知らせたい事業 
№13 こっこネット推進事業 
№14 認知症を知ろう事業 
№15 吉浜自然塾事業 

№16 自分磨き事業 
№17 まち育て人（びと）発掘・育成事業 
№18 温銭（おんせん）交流（地域通貨）事業
№19 車座談義リンク＆リング事業 
№21 みんなで吉浜を“マモルンジャー”事業
№22 “あんき”の輪を広げよう事業 
№24 吉浜の“ほっと”ステーション事業 
№25 こっこパトロール事業 
№27「こども 110 番」事業 
№28 みんなでまちをきれいにしよう事業 
№29 美しい海をふたたび事業 

【Ａ】１～２年以内に着手したい 

№30 吉浜じゅうを花いっぱいにしよう事業 
№31 人形小路整備事業 

№3 吉浜あないびと・かたりすと養成事業 
№5 まちの縁側育み事業 
№10 吉浜名物開発＆一店逸品運動事業 
№12 吉浜「お宝」発掘事業 
№20 吉浜まもりんぴっく（防犯・防災運動会）事業 
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④ 実施主体（だれが） 

③ 行動目標（どのくらい） 

Ｃ：住民の意識は高くないが、実施が必要な事業（→今後６～１０年先には着手できるとよい） 

― 事業についての表示のみかた ー 

① № 事業名 

② 事業内容（なにを どのように） 

    【優先度】 

Ａ：住民の意識が非常に高く、最優先で実施すべき事業（→１～２年以内に着手したい） 

Ｂ：住民の意識は比較的高く、優先して実施すべき事業（→今後３～５年以内に着手したい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）吉浜“遺伝子”を未来へつなごう！ №１～№３ 

 
① №１ 菊１本でまちづくり事業 【Ａ】

② ・市の花である「菊」を「吉浜の花」と

して制定し、異世代交流をしながら、

吉浜全体を菊いっぱいの環境にして

いく。 

・住民が栽培した菊を使って、吉浜が

国内外に誇る伝統文化芸術「菊人形」

を製作することにより、「菊人形」へ

の興味・関心を高め、「細工人形」製

作活性化につなげる。 

【効果】地域資源・伝統文化の再認識・普

及・継承、異世代交流の促進、環境美化

③ 校区在住人口以上の本数の菊花を栽培

する。 

④ まちづくり協議会（伝統文化Ｇを中心

に）、菊師、住民、細工人形保存会、小・

中学校、幼稚園、保育園、いきいきクラブ

① №２ “遺伝子”継承者養成事業 【Ａ】 

② ・吉浜の伝統文化や地場産業等に興味・関心を持

ってもらえるよう、学校授業やイベント等を通

して、体験できる機会をつくる。（例：子ども

菊人形づくり） 

① №３ 吉浜あないびと・かたりすと養成事業 【Ｂ】 

② ・吉浜の歴史・文化・見所・様々な豆知識等々を住民や来訪者に説明・案内できる人材（あないび

と・かたりすと）を養成するための講座・勉強会を開催する。講座・勉強会修了後は、「吉浜ふ

れあいプラザ」（まち協拠点施設）やイベント時に説明・案内役として活躍してもらう。 

・書物調査や高齢者からの聞き取り調査、写真・資料等を収集し、「吉浜ふれあいプラザ」で企画

展示を行ったり、学校授業の教材等に活かし、次世代へ伝承していく。 

・旧小字の由来等を調査して、吉浜の姿を知り、まちづくりに役立てる。三河地震や伊勢湾台風な

ど、災害の記憶を次世代へ伝え、“あんきなまちづくり”に役立てる。 

【効果】歴史等の再認識と伝承、我がまちへの愛着・誇りの醸成、来訪者に対するおもてなしの心の

醸成、世代間・地域間交流の促進、地域情報の発信 

③ 養成人数 10 人以上 

④ まちづくり協議会（伝統文化Ｇ・仮称プラザ運営Ｇを中心に）、住民 

③ 各文化財団体の会員数の増加（現状以上） 

④ まちづくり協議会（伝統文化Ｇを中心に）、細工

人形保存会、菊師、射放弓保存会、町内会、住民、

小・中学校、幼稚園、保育園、いきいきクラブ 

・製作風景や所作を映像記録として残し、学習資

料として活用する。文書や道具類など各種資料

の保存に努める。 

【効果】地域資源・伝統文化の再認識・普及・継承、

異世代交流、まちへの愛着・誇りの醸成 

・その道の“先輩”“達人”“師匠”から、技術等

を教わる講習（例：弟子入り体験、入門編、マ

スター編）を行う。 
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（２）コミュニケーションの輪を広げよう！ 

№４～№５ 

① №４ 笑顔であいさつ事業【A】 

② ・主要交差点や玄関先等に地域住民が立

ち、子どもたちの通園・通学時にあいさ

つを交わす。安全への気配りも行う。 

・特に市道駅学校線と県道碧南高浜環状線

（八幡町四丁目交差点～吉浜小学校間）

は、「あいさつ道路」のモデルとする。

・防犯対策も兼ねて「人と出会ったら笑顔

であいさつする」を吉浜ルールとする。

【効果】顔見知りになる、あいさつマナーが

身につく、防犯対策 

③ 毎月０と５のつく日に立哨する。 

④ まちづくり協議会（子どもＧを中心に）、

小学校ＰＴＡ、住民 

 

① №５ まちの縁側育み事業【Ｂ】 

② ・庭先や玄関先等にベンチや縁台、季節の花や

ランプシェードを置いて、夕涼みを楽しんだ

り、通行人とのさりげない会話・ふれあいを

楽しむ。 

・散歩等でちょっと疲れた時に、気軽に腰掛け

ていただく休憩スポットとしても活用する。

・おしゃれな空間を演出し、散策者の目を楽

しませる。 

【効果】顔見知りになる、“普段着の交流”が進

む、散策者や来訪者に対する思いやりの心が育

まれる、まちの美観向上 

③ できるだけ多く設置 

④ まちづくり協議会、商店、町内会、住民 
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（３）みんなの“社交場”をつくろう！ №６～№９ 

 
① №６ 吉浜ふれあいプラザ＆ふるさと広場運営事業【A】 

② ・「吉浜ふれあいプラザ」（まち協拠点施設）と隣接する「仮称ふるさと広場」を、まちづくり活

動の拠点、世代間交流・地域共生の拠点、吉浜の文化・産業の伝承・発信拠点、地域活性化

の拠点として、住民・地域の各種団体と連携・協力しながら運営する。 

・住民や来訪者が互いに情報交換をしたり、くつろぎのひとときを過ごせるよう、サロンコー

ナーを設けて軽飲食を提供したり、作品展の開催や手工芸品を販売するなど、コミュニティ・

ビジネス実践の場としていく。 

・“人生の先輩”が持っている暮らしの知恵や文化等を、次世代へ伝授する機会を創出する。 

・住民同士が気軽に集まり、交流しあう空間をつくっていく。特に高齢者の閉じこもり予防に

力を入れ、高齢者の社交場・いきつけの場となるような楽しい空間をつくっていく。 

・住民一人ひとりがまちづくりの担い手として、各々が持っている知識・技能等を活用・発揮

できるような場を創出していく。 

【効果】交流の促進、吉浜に関する様々な情報の発信、知識・技能発揮による生きがい・やりがい

創出、介護予防・健康づくり、まちづくり活動のための資金づくりにつながる 

③ 来訪者数 年 11,000 人以上（延べ） 

④ まちづくり協議会（仮称プラザ運営Ｇを中心に）、町内会、いきいきクラブ、婦人会、各種団体、住民

① №８ 寺子屋事業【A】 

② 地域の方が講師役となり、「吉浜ふ

れあいプラザ」（まち協拠点施設）や

「人形小路伝承工房」、「吉浜細工人形

館」などで、各種講座・教室を開催し

て生活の知恵や技術の伝承を進める。

また、放課後や週休日の子どもたちの

居場所として開放し、世代間交流を深

めていく。 

【効果】住民同士が顔見知りになる、

子どもにとって知恵・技術が身につ

く、講師役にとって生きがい・やり

がいにつながる 

③ 月２回以上実施 

④ まちづくり協議会（仮称プラザ運営

Ｇを中心に）、住民 

① №７ 人形小路でY（^o^）Y（ワイワイ）しよう事業 【A】 

② 「花まつり」「七夕まつり」「菊まつり」「雛めぐり」といった四季折々の４大イベントに加え、

「吉浜ふれあいプラザ」（まち協拠点施設）や隣接する「仮称ふるさと広場」を核としながら、朝

市や縁日、なつかしの遊び、コンサートや演芸などなど、楽しいおまつり・イベントを住民・地

域の各種団体等の企画により毎月実施する。 

【効果】吉浜らしさの発信、世代間交流、商店振興、にぎわいづくり、まちづくり活動のための資

金づくりにつながる 

③ 月１回以上実施（規模は不問） 

④ まちづくり協議会（仮称プラザ運営 G・子ども G を中心に）、人形小路の会、細工人形保存会、

商店、町内会、いきいきクラブ、婦人会、各種団体、住民 

① №９ お店やさんをやってみよう事業【A】【Ｂ】

② ・地産地消の場、趣味の手工芸品の販売、子ども

たちが楽しめるゲーム、駄菓子販売など、期間

限定・曜日限定の“お店やさん”（ごっこ）を、

「吉浜ふれあいプラザ」や空き店舗等を活用し

て、住民が中心になって運営し、商店街を盛り

上げる。時には子どもが“営業”するお店があ

ってもよい。【Ａ】 

・軌道に乗ったら、常設化も視野に入れ、コミュ

ニティ・ビジネスを活性化させていく。【Ｂ】 

【効果】商店活性化・まちのにぎわい創出に寄与す

る、交流が活発になる、生きがい・やりがいづく

り、 まちづくり活動のための資金づくり 

③ 出店者数 年 50 人以上 

④ まちづくり協議会（仮称プラザ運営Ｇを中心に）、

各種団体、商店、住民
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（４）吉浜の“自慢”を伝えたい、広めたい！ №10～№12 

 

① №12 吉浜「お宝」発掘事業 【Ｂ】

②・吉浜の「よいとこ自慢」を公募し、

マップ化、データベース化する。 

・吉浜を知るためのタウンウォッチング

やウォーキングイベントなどを開催

する。 

【効果】地域資源の発掘・再認識、吉浜

情報の発信、誘客の促進、まちへの愛

着・誇りの醸成 

③ タウンウォッチング（またはウォー

キングイベント）を年１回以上実施 

④ まちづくり協議会、小学校、住民 

① №11 吉浜をもっと知りたい・知らせたい
事業 【Ａ】【Ｂ】 

②・まち協の広報紙「こっこ通信」を発行する。【Ａ】

・まち協公式ＨＰ（またはブログ）を開設。吉浜

情報を収集し、地域内外へ発信する。【Ｂ】 

・吉浜小学校区内で開催されるイベント・行事等

を集約した「吉浜カレンダー」を製作する。【Ｂ】

【効果】地域資源の発掘・再認識、吉浜情報の発信、

誘客の促進、まちへの愛着・誇りの醸成 

③ 通信を年４回発行、HP またはブログアクセス

年間 11,000 件以上 

④ まちづくり協議会（仮称広報宣伝Ｇを中心に）、

住民 

① №10 吉浜名物開発＆一店逸品運動事業【Ｂ】 
②・「吉浜名物『じまん』料理コンテスト」を実施し、優秀作は「吉浜ふれあいプラザ」（まち協拠

点施設）の提供メニューとして採用する。 

・各家庭に伝わる吉浜の郷土料理を「○○さん家の△△料理」として、レシピ集にまとめる。食

育での活用や「吉浜ふれあいプラザ」、商店での提供メニューに加える。 

・来訪者のちょっとした手土産（記念品）になるような、吉浜ならではのグッズ、キャラクター

を開発したり、商店等と連携しながら、地域全体で「一店逸品運動」を展開する。（そのお店で

しか買えない品、お店のおすすめ品、季節のおすすめ品など、個性を明確に打ち出して戦略的

にＰＲ） 

【効果】地域資源の発掘・再認識、吉浜らしさの発信、誘客の促進、まちへの愛着・誇りの醸成、

まちづくり活動のための資金づくり 

③ アイデアの実現化数（商品化数）１０件 

④ まちづくり協議会（仮称プラザ運営Ｇを中心に）、商店、各種女性グループ、住民 

吉浜小学校区 地域計画                                      local community plan,YOSHIHAMA 

（５）持ちつ持たれつ 支え合い・助け合いを深めよう！ №13～№14 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① №14 認知症を知ろう事業【A】 

②・今後急増が見込まれる認知症について、

正しく理解するための各種啓発活動を

行い、地域での見守り活動等につなげ

ていく。 

・地域住民が講師となって、認知症サポ

ーター養成講座を小学校の授業、各種

団体・企業の会合等で実施する。 

【効果】正しい理解が深まり、対応方法が

身につく 

③ 養成サポーター数 年 100 人以上 

④ まちづくり協議会、民生委員、住民、企

業、商店 

①  №13 こっこネット推進事業【A】 

② 「ちょっと困った」という悩み・相談ごと

を抱えている方と、お手伝い（助け合い・支

え合い）をしてくださる方とをマッチング（コ

ーディネート・調整）する。内容を聞いて、

専門的な対応が必要だと判断される場合は、

行政や社会福祉協議会の担当窓口につなぐな

ど、関係機関とのキャッチボールをしながら、

活動を進めていく。 

【効果】“頼れる場”がある安心感の創出、資格

や特技を活かせる、生きがい・やりがい感 

③ 協力登録者数 50 人以上 

④ まちづくり協議会、住民 
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（６）ココロもカラダもピカピカに磨こう！ №15～№16 

 
① №16 自分磨き事業

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【A】 ① №15 吉浜自然塾事業 【A】【Ｂ】 

② ・「吉浜ふれあいプラザ」（まち協

拠点施設）で、健康づくりや生

涯学習に関する講座・教室を開

催する。 

② ・高齢者と子どもが一緒に作物を「ふれあい農園」で栽

培する。収穫物を使って食育、交流会を実施する。【Ａ】

・高齢者が中心となり、野菜や花卉栽培を通して健

康・いきがいづくりと地産地消、地域活性化を目指

すシルバー農園（遊休農地等を活用）を運営する。

収穫物は「仮称ふるさと広場」で開催する「朝市」

・暮らしの知恵から専門的な技能

まで、様々な知識・技能等を持

った人材を登録・蓄積していき、

講師役になってもらう。 

で販売したり、「吉浜ふれあいプラザ」提供メニュ

ーの食材に使用する。【Ｂ】 

・住民が講師役となって、学校や

幼稚園・保育園、各種団体の会

合等へ「出前講座」を行う。 

・関心を喚起し、担い手を増やすために園芸講座を実

施する。【Ａ】 

【効果】新鮮な野菜を食べることと体を動かすことで健

康づくりにつながる、住民同士の交流が深まる、まち

づくり活動のための資金づくりにつながる 

【効果】住民同士の交流が深まる、

様々な知識・技能が身につく 

③ 月２回以上実施 ③ 収穫した作物を活用して、世代間交流イベントを年

２回以上実施する。 ④ まちづくり協議会（仮称プラザ運

営Ｇを中心に）、住民 ④ まちづくり協議会、住民 

（７）みんなで知恵・力を出し合おう！ №17～№19 

 
① №17 まち育て人

び と

 発掘・育成事業【Ａ】 

② ・まちづくりの基礎は人財（人材）。まずは、住んでいる我がまちへの関心・興味を高めていく。

・吉浜をもっとより良いまちにしてくために、住民個々の様々な特技・能力・知識・資格等々を

持ち寄る。吉浜をこよなく愛する人財、吉浜のために何か活動してみたい・・・といった人財

を発掘・育成し、まちづくり活動人口を増やしていく。 

・特に子どもたちには、吉浜の将来を担うという意識を持って成長してもらえるよう、まちづく

りの楽しさや吉浜の魅力を伝えていく。 

・まちづくり意識や関心を高めるため、専門家等を招いて、まちづくり勉強会・研修会を開催す

る。見聞を広めるために、テーマに応じた視察に出かける。 

【効果】まちへの愛着・誇りの醸成、まちづくり活動人口の増加、住民意思をまちづくりに反映 

③ まちづくり協議会会員数 正会員 200 人以上、協力会員 250 人以上・25 団体以上 

④ まちづくり協議会、住民、小学校区内の各種団体、企業 

① №19 車座談義 リンク＆リング
① №18 温銭

お ん せ ん

交流（地域通貨）事業【Ａ】【Ｃ】
事業

② ・パトロールや公園美化活動など、まち協の活動

に参加した方やイベント参加者に対して、「吉浜

ふれあいプラザ」（まち協拠点施設）で使える「地

域通貨」を発行し、活動参画者の拡大を目指す。

【Ａ】 

 【Ａ】 
② まち協は小学校区内の様々な団体が一

堂に集まり、「吉浜」のことを想い、語
り合う場。「自分たちのまちは自分たち
でつくる」という意識を持って住民が互
いにつながりあい（リンク）、力を合わ
せながら、まちづくりの輪（リング）を
拡大・活性化させていく。 

・将来的には商店でも利用できるよう、利用可能

範囲を拡大・充実していく。【Ｃ】 
【効果】まちづくり意識・地域力の向上、

住民・団体相互の親睦・連携が深まる 
【効果】まちづくりへの参画意欲がわく、商店活性化、

地産地消の推進 
③ まち協理事会開催回数 年６回以上 ③ サロンでの利用枚数 年 1,000 枚以上 
④ まちづくり協議会（正会員、協力会

員）、各種団体、住民、行政、関係機関
④ まちづくり協議会（事務局を中心に）、住民 
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（８）あんきな吉浜をつくろう！ №20～№27 

① №20 吉浜まもりんぴっく（防犯・防災運動会）事業 【B】 

② 各種災害を想定したゲーム（例：防災すごろく）やクイズ、競技等（例：防災障害物リレー）を、

町別対抗の運動会形式で行い、楽しみながら防犯・防災に関する知識や技術を身につける。住民同

士が顔見知りとなり、お互いに助け合う力を養う。 

【効果】顔見知りになる、競技を通して協力しあう心・助け合う心が育まれる、防犯・防災に関する知

  識・技術が身につく 

③ 年１回開催。参加者数 500 人以上 

④ まちづくり協議会（防犯 G・防災Ｇを中心に）、町内会、いきいきクラブ、小学校、幼稚園、保育

園、住民 

① №21 みんなで吉浜を“マモルンジャー”事業【A】 

② 防犯・防災、環境美化など、まちづくりに関する各種訓練・講習会を実施する。訓練・講習に参加

した人は“吉浜マモルンジャー”として、パトロールや声かけ活動、近所のごみ拾い、ごみの分別

徹底など、各々ができることを実践する。 

【効果】防犯・防災に関する知識・技術が身につく、協力しあう心・助け合う心が育まれる、まちづく

り活動人口の増加 

③ 訓練・講習会の開催 年４回以上（規模不問） 

④ まちづくり協議会（防犯・防災Ｇを中心に）、町内会、いきいきクラブ、住民 

① №22 “あんき”の輪を広げよう事業【Ａ】

① №23 歩いてまちの総点検を② ・世帯ごとに「安否確認シート」（ex.世帯全員の

氏名・年齢・緊急連絡先・血液型・ペット有無

etc）を書いてもらい、町内会班長や民生委員

を通じて情報を集約し、地図へ落とし込む。（情

報提供を拒否される方は除く。） 

 

しよう事業【B】

② ・子ども、女性、高齢者、障害者等々、

様々な住民の視点から、まちの安全・

安心マップを住民参加で作成する。 

・町内会の丁目レベルでも、まち歩きを

行い、消火栓や自動販売機の位置など

をチェックし、マップに落とし込む。

・災害時や不審者の出没時、認知症高齢者の捜索

等々、「いざ」という時に、誰がどのように助け

合うのか、連絡し合うのかといった、行動体制

づくりを行う。 ・情報を集約して、全世帯へ配布する。

また、実践訓練等にも情報を活かす。・行動体制が稼動するかどうかをチェックするた

め、被害等を想定した実践訓練を行う。 ・総点検の結果を踏まえ、地域だけでは

対応できないこと（例：交通安全対策）

については、行政へ提言していく。 

【効果】隣近所が顔見知りになる。助けあい・支えあ

いの心が育まれる。 

【効果】実際にまち歩きをすることで、ま

ちの長所・短所が把握できる。住民同

士の交流が深まる。顔見知りになる。 

③ 実践訓練を年１回以上開催 

④ まちづくり協議会（防犯・防災Ｇを中心に）、町

内会、いきいきクラブ、民生委員、住民 

③ 年１回以上、情報を更新する。 

④ まちづくり協議会（防犯・防災Ｇを中

心）、町内会、いきいきクラブ、小学校、

幼稚園、保育園、婦人会、住民、行政 
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（８）あんきな吉浜をつくろう！ №20～№27 

 

 

 

① №25 こっこパトロール事業【A】 

②・青色回転灯装着車を使ったパトロールを実施する。

公園等の見回り、子どもたちをはじめ住民への声か

けもあわせて行う。 

・「住護の日」に徒歩パトロールを実施し、防犯意識

の啓発や環境美化活動を行う。 

・健康づくりを兼ねた散歩パトロールの協力を呼びか

ける。 

・不審者の出没や認知症高齢者の捜索等々、「いざ」

という時に、情報の迅速な伝達や収集を行い、地区

内を巡回するなどの対応をする。 

【効果】犯罪抑止、防犯意識の高揚、顔見知りになる

③ 犯罪件数を前年度よりも減少させる。 

④ まちづくり協議会（防犯・防災Ｇを中心に）、町内

会、いきいきクラブ、PTA、住民 

① №27 「こども 110 番」事業【A】 

② こどもたちのいざという時のかけこみ場所として「こども 110 番宅」の設置協力を呼びかけ、の

ぼりの掲揚等をする。また、新入学児を対象に、通学路の確認も兼ねて「こども 110 番宅」訪問を

行う。 

【効果】犯罪抑止、児童・生徒等の登下校時の安心感、顔見知りになる 

③ 登録軒数 200 軒以上 

④ まちづくり協議会（子どもＧを中心に）、町内会、商店・事業所、住民 

① №24 吉浜の“ほっと”ステーション事業【A】 

② 吉浜がほっと安心できる、あたたか（HOT）なまちとなるように、名鉄吉浜駅前にある旧吉浜駐

在所を吉浜の安心・安全拠点（安心＝心が安らぐ、安全＝全てが安らぐ）として、また来訪者の案内・

問合せ窓口等として運営する。住民・団体の各種寄り合いの場、趣味などの集まりの場としても活用

していく。 

【効果】駅前に安全・安心感が生まれる、来訪者に対するおもてなしの心の醸成、吉浜情報の発信 

③ 開設日時 年末年始を除く毎日 9:00～21:00 

④ まちづくり協議会（防犯・防災Ｇを中心に） 

① №26 まちあかりを灯そう事業

【B】 

②・各家庭で玄関灯や門灯を点灯させ、

まち全体を明るくする。（一軒一灯

運動） 

・鬼瓦職人さんに“鬼あかり”（瓦製

ランプシェード）づくりを指導して

もらうなど、まちなみをおしゃれに

演出する。 

【効果】犯罪抑止、夜間通行の安心感、

 景観向上 

③ 協力世帯数 総世帯数の 10％以上

④ まちづくり協議会（防犯・防災Ｇを

中心に）、町内会、住民、商店 
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（９）心地の良い美しい吉浜をつくろう！ №28～№30 

 
① №28 みんなでまちをきれいにしよう事業 【A】 

②・学区内にある 10 箇所の公園・児童遊園の清掃・維持管理を、各種団体と連携しながらまち協が主

体となって行う。 

・散歩パトロールを兼ねてごみ拾い等を行う協力者を募集する。なるべく各町内の丁目がきめこまか

く網羅されるように、多くの住民に協力を呼びかける。 

・住民・企業の参加により、イベント形式で道路・公園美化活動を行う。集めたごみの量を競い合っ

たり、環境に関するクイズやゲームの実施、交流を深めるためのイベント（ex.おしるこ会）を開催

する。 

【効果】環境美化・保全に対する意識が高まる、交流が深まる 

③ イベント形式の活動：年２回以上実施 

  散歩パトロール：協力者１人あたり週１回以上実施 

④ まちづくり協議会（環境Ｇを中心に）、町内会、いきいきクラブ、小学校、PTＡ、住民、企業 

① №29 美しい海をふたたび事業

 

 

 

 

 

 ① №30 吉浜じゅうを花いっぱいにしよう事業 
【A】  【A】

②・住民・企業の参加により、海岸の清

掃活動を行う。釣り人にも協力も呼

びかける。 

②・個人宅の庭や道路に面した場所、公園や広場の一角、

道路の分離帯や歩道の植え込み場所などを利用して、

花壇やプランター、ハンギングバスケットなどによる

花いっぱいの空間づくりをコンクール形式で行う。 ・渡し場まつり、釣り大会、野鳥観察

会など、海に親しむイベントを実施

する。 

・花苗や花づくりの達人、ガーデニングの専門家等を

講師に迎えて、講習会を開催する。参加者には花の

種・苗を配る。 【効果】海に対する愛着が増す、まちを

きれいにしようという意識が高ま

る、交流も深まる 

【効果】人の目を増やすことで防犯効果ＵＰ。犬の糞や

ごみが捨てられにくくなる。グループで花壇づくりを

すれば、交流が深まる。 ③ 月１回実施 

④ 渡し場かもめ会、まちづくり協議会

（環境Ｇを中心に）、町内会、いきい

きクラブ、小学校、住民、企業 

③ 協力者数（団体数） 100 人・団体以上 

④ まちづくり協議会（環境Ｇを中心に）、住民、いきい

きクラブ、小学校、幼稚園、保育園 
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５

(10)住み続けたくなる基盤を創ろう！ №31～№33 

  

① №32 憩いの海辺スポッ
ト整備・活用事業 【Ｃ】 

② 「藤江の渡し」など吉浜の海に

まつわる歴史・文化に対して想い

を馳せることができるよう、海辺

に親しめる空間、健康づくり・レ

クリエーション（釣りなど）・ス

ポーツ・各種イベントを開催でき

る空間として「高浜緑地」を整備

する。運営管理は地域・市民団体

が主体的に行う。 

【効果】海への愛着醸成、歴史・文

化の再認識、健康づくりへの寄

与、来訪者数の増加 

③ 利用者数 年 50,000 人以上

（延べ） 

④ 行政（県・市）、渡し場かもめ会、

まちづくり協議会、NPO たかはま

スポーツクラブ、住民 

① №31 人形小路整備事業 【Ａ】 

②・健康づくりに役立てたり、楽しく歩くことができた

り、自転車で往来しやすい道路整備、道しるべやポ

ケットパークの整備を行う。 

・整備にあたっては、今後増加が見込まれる認知症高

齢者への配慮も盛り込み、地域の見守りも含めて、

安全・安心して外出できる空間としていく。ちょっ

と一息つける休憩場所・ベンチの設置など、地域で

対応可能なことについては、その趣旨を学区内の他

のエリアにも波及させていく。 

・瓦や菊文様といった地域の特色を活かした素材・デザ

インを用いるなど、まちなみに配慮した整備を行う。

・「歩いてみたくなる」「お出かけしたくなる」魅力づ

けを行う。 

【効果】外出意欲の喚起、来訪者数の増加、快適さ・居

住満足度の向上、まちへの誇り・愛着の醸成 

③ 来訪者数 年 50,000 人以上（延べ） 

④ 行政、まちづくり協議会、人形小路の会、細工人形

保存会、住民 

① №33 吉浜まるっと博物館事業 【Ｃ】 

②・「人形小路」「吉浜ふれあいプラザ」（まち協拠点施設）を核としながら吉浜小学校区全体を“博

物館”に見立て、北は八幡社（桜並木）、南は神明社（ドラゴンパーク）、西は衣浦湾岸（藤江の

渡し）、東は明治用水まで、“奥の細道”（毛細血管）から大通り（動脈）に至るまで、散策エリ

アを学区全体に拡大する。 

・吉浜在住・出身者の作家・職人の作品をまちの至る所（屋外・屋内）に飾ったり、吉浜にちなん

だ資料展示、郷中に残されている“昭和の風情”を活用するなど、地域資源を活用し、まちに住

んでいる人も含めて、吉浜全体を“生きた（動く）博物館・美術館”とする。まちづくり協議会

の企画で、手づくりサインや散策マップなども製作する。 

・「鬼のみち」や「川のみち」とのネットワークも構築し、集客の一助とする。また、健康づくり

やエコの観点から、歩行者だけでなく自転車利用が促進されるような環境整備、魅力づけも行っ

ていく。 

【効果】外出意欲の喚起、来訪者数の増加、快適さ・居住満足度の向上、まちへの誇り・愛着の醸成 

③ 来訪者数 年 50,000 人以上（延べ） 

④ まちづくり協議会、行政、住民 
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■将来像「誰もが住みやすく安心・安全で活気のあるまち」のイメージ 

 

 魚つり 
よっしゃ! おしえてー どの季節も 

たのしめて 
いいね 渡し舟で 

お嫁入りよ 
しあわせ～ 

これは 
射放弓 
というのよ

文化財? こどもたちに
技を伝えよう

この伝統を
ちゃんと 
記録して 
おきたいね

わーい! 

たまには 
縁台だして
一勝負 

みんなで 
おさんぽ 
海がきれいだよ 

たのしいな! 

吉浜が世界に
誇る菊人形・ 

にわとり
さんだー 

細工人形だよ 

元気に 
やっとるかね? 

この道路は歩
きやすいで なつかしい

花祭の白象
だ!パチリ!

あんきに出掛
けられるわー

吉浜名物よ

きょうは 
何をおしえて
くれるの? おいしい! 

やった! 地産地消 
だねえ 地域通貨で

ごちそう 
するよ 

お花はココロを
野菜はカラダを
ピカピカにする
わね 

菊は高浜市の
花でも 
あるんだよ 
みんなで育て
ようね 

つぎは 
どんな 
イベントがあ
るのかな? 
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４．こうやって取り組んでいこう！－まちづくりの推進方策－ 
（１）まちづくりの推進体制 

 吉浜まちづくり協議会は、地域の課題解決や魅力・長所を伸ばし育むために、校区内の住民や各

種団体が話し合い、調整、実践をしていく場。住民・各種団体等が互いの持ち味を活かしながら、

ヨコにつながりあい、将来像やまちづくり目標の実現に向けて、協働で計画を推進していきます。

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  
  
  
 

 

監事 

 

高齢者いきがい G 伝統文化 G 

各種プロジェクト（適宜設置） 

仮称 広報宣伝 G 仮称 プラザ運営 G 

総会 

正会員 
（協議会の運営に参画する個人） 

協力会員（個人・団体） 
（協議会趣旨に賛同し、活動に参加） 

地元市議会議員 

リーダー会 

・総会の議決事項の執行 
・その他会務の執行 

事務局

事業計画（報告）・収支予算（決算）、規約
の変更、役員の選任・解任など 
会の重要事項を議決 

会務 執

会務の執行・会計を監査

情報交換 
 

連携・交流 
 
 

 

各種支援

関
係
団
体
・
機
関
、
他
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
団
体 

顧問 

理事会

・各グループからの企画・実施計画などのグループ間調整
・理事会への提案事項の事前検討 

子ども G

参画

環境 G 防犯 G 防災 G

情報交換 
 
交付金による支援 

 

 
職員による支援 

高
浜
市
役
所 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
特
派
員 

 組織図 

まちづくり協議会

吉浜 

吉浜小学校区在住・在勤住民や事業関係者 

（２）行政との協働と役割分担に対する基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉浜まちづくり協議会設立趣旨書 
 

今日、日本社会は大きな転換期を迎えています。地方分権の進展や少子高齢社会の到来に加え、国・

地方においても厳しい財政状況が続くことが予測されます。これからは、何より「地域でできること

は、地域で行う」「地域だけでできないことは、行政と協働して行う」といった考えのもと、地域の自

主的・主体的な取組みが重要になってきます。 

そのためには、「物の豊かさ」によって忘れかけた「人と人のつながり」「助け合い」といった「心の

豊かさ」を再生させる「新しい社会」を私たちの手で創り上げていかなければなりません。 

ここ吉浜では、吉浜駅前駐在所の移転に対して危機感を抱いた人たちが協力し合い、平成１７年１２

月に「吉浜こっこパトロール隊」を発足しました。また、愛知県指定無形文化財「吉浜細工人形」の継

承・発展と商業振興により吉浜のまちを活性化させようと立ち上がった人たちにより、平成１８年４月

に「人形小路の会」を発足するなど、「心の豊かさ」の再生に向けて動き始めています。 

しかし、このような動きを継続させ、更に発展させるためには「新しい社会」を築こうとする人たち

の思いを吉浜のまち全体で分かち合うことが必要です。 

そこで、八幡町、新田町、小池町、屋敷町、呉竹町、芳川町の吉浜地区の人たちが互いに協力し、地

域共通の課題の解決に努めることにより、だれもが住みやすく、安心・安全で活気のあるまちづくりを

協議会」を設立します。 目指し、ここに「吉浜まちづくり
             

平成１９年３月３１日 

              吉浜小学校区まちづくり協議会設立準備委員会 
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５．参考資料 
（１）地域計画策定経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２０年 ９月２４日  リーダー会 

              地域計画の策定について 

     １０月１５日  地域計画策定メンバーを公募（チラシを全世帯配布） 

     １１月１２日  リーダー会 

              地域計画策定メンバーについて 

     １２月１０日  リーダー会 

              地域計画策定メンバーについて 

     １２月２０日  理事会 

              地域計画の策定について 

平成２１年 １月１４日  第１回地域計画検討委員会 

              自己紹介、まち協・地域計画について 

              座長・副座長の選任 

      ２月 ４日  第２回地域計画検討委員会 

              意見収集方法の検討 

      ２月１３日  リーダー会 

              進捗状況の報告、住民アンケートについて 

      ２月２４日  住民アンケート用紙 仕分け作業 

      ３月 1 日  住民アンケート用紙 配布（提出期限３月 22 日） 

      ４月１０日  第３回地域計画検討委員会 

              住民アンケートの開封・分類作業 

      ４月２４日  理事会 

              アンケートのお礼・回収枚数報告 

      ４月３０日  第４回地域計画検討委員会 

              「夢・目標・希望」のキーワード抽出と 

それらの実現に向けたアイデアの立案 

      ５月 １日  アンケートのお礼・回収枚数を回覧で報告 

         ８日  リーダー会 

              アンケート内容の報告 

      ５月１９日  第５回地域計画検討委員会 

「夢・目標・希望」のキーワード実現に向けたアイ

デアの立案 

      ６月 ３日  第６回地域計画検討委員会 

               計画素案の検討（まちづくり戦略を中心に） 

      ６月２４日  第７回地域計画検討委員会 

             ※リーダー会との合同会議 

               計画案の検討（まちづくり戦略を中心に） 

      ７月１５日  第８回地域計画検討委員会 

             ※リーダー会との合同会議 

               計画案の検討 

      ７月２２日  理事会 

              策定作業進捗状況報告、計画案について意見交換 

      ８月 ４日  第９回地域計画検討委員会 

             ※リーダー会との合同会議 

              計画最終案の検討 

      ８月２４日  理事会 

              地域計画承認 
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（２）地域計画策定検討委員会メンバー (※所属等は平成２１年度現在) 

■ 吉浜まちづくり協議会 

氏名 会員種別・所属 備考 

中川 勝利（座長） 正会員（高齢者いきがいグループ） 高齢者いきがいグループ サブリーダー 

村松 輝一（副座長） 正会員（伝統文化グループ） 八幡町・新田町町内会長 

神谷 政光 協力会員  

佐久間 啓子 協力会員  

鈴木 貞利 正会員（子どもグループ） 呉竹町町内会長 

鈴木 幹男 正会員（防犯グループ） 事務局員（会計） 

鈴木 康博 協力会員 吉浜小学校 PTA 会長 OB 

内藤 俊次 協力会員  

内藤 尚仁 正会員（子どもグループ） 吉浜小学校 PTA 会長 OB 

中川 庄嗣 協力会員 渡し場かもめ会会長 

深尾 睦世 協力会員  

井野 清彦（オブザーバー） 正会員（子どもグループ） 理事長 

古橋 亘（オブザーバー） 正会員（防犯グループ） 副理事長 

中嶋 義一（オブザーバー） 正会員（環境グループ） 事務局長 

 

■ まちづくり協議会特派員（高浜市役所職員） 

神谷 坂敏 市民総合窓口センター 税務グループ リーダー

大賀 等 都市政策部 都市整備グループ 主査 

鈴木 明美 地域協働部 地域政策グループ 主査 

岩崎 和也 福祉部 地域福祉グループ 主事 

 

計画策定へのご協力ありがとうございました 

吉浜まちづくり協議会正会員・協力会員（個人・団体）のみなさん 

吉浜小学校区にお住まいのみなさん  
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吉浜がこんなまちになったらいいな！ 私の「まちづくり提言」 

１．お住まい ア．八幡町・新田町   イ．小池町   ウ．屋敷町   エ．呉竹町   オ．芳川町 

２．年代 ア．20 代以下  イ．30 代   ウ．40 代   エ．50 代  オ．60 代  カ．70 代以上 

３．居住年数 
ア．2 年未満   イ．3～4 年くらい   ウ．5～9 年くらい   エ．10～14 年くらい 

オ．15～19 年くらい   カ．20 年以上   キ．生まれてからずっと 

４．性別 男  ・  女  ５．お名前 
（差し支えない方はご記入ください） 
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吉浜の「良いところをさらに伸ばす」または「課題を克服する」ためのアイデア 
「○○したい！」 「△△してみよう！」「□□にしていこう！」 

②のアイデアを実現するために行うこと（何を？ どのように？ 誰が？ どうやって？） 

 

 

 

 

 

吉浜の「良いところ」または「課題だと思うこと」（吉浜の現状、②で挙げるアイデアの背景）１ 

２ 

３ 

 
 

まちの名前 →  

それはなぜ? →  

ちなみに・・・、｢憧れるまち｣「好きなまち」はありますか？（市内・市外・外国も含めて） 

その理由は？ 番外 

「誰もが住みやすく安心・安全で活気のあるまち・吉浜」が実現！ 

将来、吉浜をどんなまちにしていきたいですか？ どんなまちになったらいいですか？
「目標」 「夢」 「希望」 

４ 

（３）住民アンケート用紙 （平成２１年３月実施） 

吉浜小学校区 地域計画                                      local community plan,YOSHIHAMA 



（４）吉浜小学校区マップ 
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八幡社

吉浜北部

保育園 

吉浜

翼 

高取 
高浜

港
高浜市 

小学校区位置図



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

吉浜まちづくり協議会 まちづくり計画 

―吉浜小学校区 地域計画― 

 

2009 年 8 月 

 

編集・発行 吉浜まちづくり協議会 
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